
千円 千円

1,274,940 767,682
現 金 ・ 預 金 320,877 支 払 手 形 135,310
受 取 手 形 136,191 買 掛 金 510,587
売 掛 金 320,043 未 払 金 53,259
電 子 記 録 債 権 17,349 未 払 費 用 2,619
商 品 3,588 前 受 金 264
原 材 料 19,948 預 り 金 953
貯 蔵 品 1,465 未 払 法 人 税 等 39,077
未 収 入 金 143,296 未 払 消 費 税 13,331
前 払 費 用 476 賞 与 引 当 金 12,278
預 け 金 311,702

106,423
681,907 リ ー ス 債 務 12,779

（有形固定資産） 412,731 預 り 保 証 金 23,469
建 物 34,115 退 職 給 与 引 当 金 61,993
構 築 物 98,963 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 8,181
機 械 装 置 65,800
工 具 器 具 備 品 4,158
建 設 仮 勘 定 14,627
土 地 183,030
リ ー ス 資 産 12,035

874,106
（無形固定資産） 791
電 話 利 用 権 700
ソ フ ト ウ ェ ア 91

（投資その他の資産） 268,385 1,082,742
関 係 会 社 株 式 164,598 41,000
投 資 有 価 証 券 1,600 407,950
出 資 金 7,460     資  本  準  備  金 407,950

積 立 預 け 金 44,399 633,791

長 期 差 入 保 証 金 129 そ の 他 利 益 剰 余 金 633,791

そ の 他 投 資 5,255 繰 越 利 益 剰 余 金 586,697
繰 延 税 金 固 定 資 産 44,942 当 期 純 利 益 47,093

1,082,742

1,956,848 1,956,848
（注）有形固定資産の減価償却累計額　228,590千円

　　　リース資産の償却累計額　7,786千円

　　　千円未満切り捨て

　　固　定　資　産

　　流　動　負　債

　　　　資　  本 　 金

負　債　　合　計

【　純資産　の　部　】

　　　　資 本 剰 余 金

金　　　　額

【　負　債　の　部　】

　　　株　主　資　本

　純 資 産　合　計

　　　　利 益 剰 余 金

　　固　定　負　債

　　　令和3年3月31日現在

科　　　　　　目

資　　産　　合　　計

貸　　借　　対　　照　　表

負債及び純資産の部合計

【　資　産　の　部　】

　　流　動　資　産

金　　　　額科　　　　　　目



【個別注記】

1. 資産の評価基準及び表示方法

（1）有価証券の評価基準及び表示方法

1.子会社株式及び関連会社株式

　移動平均法による原価法

2.その他の有価証券

・ 時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法により算定）

・ 時価のないもの

　移動平均法による原価法

（2）棚卸資産の評価基準及び表示方法

・ 商 品

　総平均法による原価法に基づく低価法

・ 原 材 料

　先入先出法による原価法に基づく低価法

2. 固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産（リース資産を除く）

　　 定率法を採用しております。ただし、平成10年４月以降に取得した建物及び平成28年４月

　　 以降について取得した建物付属設備と構築物は定額法を採用しております。

　　 主な耐用年数は次のとおりである。

建物 10～40年

構築物 3～50年

機械装置 2～9年

車両運搬具 2～5年

工具器具備品 3～20年

（2）無形固定資産（リース資産を除く）

　　 自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

　　 を採用しております。

（3）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間定額法（リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法）を採用して

おります。

3. 引当金の計上基準

（1）貸倒引当金

　　 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率（前３期分の実績

　　 平均）で算出した限度額を計上しております。

（2）賞与引当金

　　 従業員に対して支給する賞与の支払いに備えるため、支給見込基準により計上しております。

　　Ⅰ．重要な会計方針に係る事項



（3）退職給付引当金

　　 従業員の退職給付に備えるため、従業員退職金支給規程に基づく期末要支給額を計上して

　　 おります。

（4）役員退職慰労引当金

　　 役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退任慰労金支給規程に基づく期末要支給額

　　 を計上しております。

4. その他重要な会計処理

　・消費税等の会計処理の方法

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜き方式を採用しております。

　　Ⅱ．株主資本等変動計算書に関する注記

1. 当該事業年度の末日における発行済株式数

　・発行済株式の総数　　　3,464株

2. 当該事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　・金銭の総額　   　85,000,000円

　　Ⅳ．その他の注記

1. 親会社に対する取引状況

宇部興産株式会社

営業取引以外の取引高

・ 預け金　預入 311,702千円

・ 預け金　利息 248千円

・ 賃借料、出向者　労務費、経費等の支払い 21,340千円

・ 配当金の支払い 85,000千円

2. グループ会社に対する取引状況

（１）北海道宇部運送株式会社

営業取引

・ 仕入高 40,761千円

営業取引以外の取引高

・ 出向者　労務費、立替経費等の請求 6,503千円

・ 事務所賃借料の支払い 120千円

（２）協同生コン株式会社

営業取引

・ 共同操業経費の請求 332,025千円

・ 共同操業　代理回収分の支払い 354,798千円

営業取引以外の取引高

・ 立替経費等の請求 44千円



3. 特別損失計上額

（１）北広島工場

・ 事務所取壊し費用 4,684千円

・ 固定資産除却 11,052千円

（２）後志工場

・ 土地評価替え 16,039千円

・ 原材料在庫廃棄処分 923千円

・ 機械装置売却損 96千円

・ 固定資産除却 17,641千円


